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静かなたたづまいの興国寺 
今、大平記で脚光 

NFIK大河ドラマ「太平記」、足利尊氏を主人公に動乱の時代を描く。興国寺との縁も深い。 

（写真右下は、尊氏が隠れたといわれるホラ穴） 
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「
人
間
の
英
知
は
働
か
な
 

●峯、 

ー・ 

？‘‘・・‘ー一』 

い
の
か
」
 
こ
れ
は
、
西
日
本
 

新
聞
の
社
説
の
見
出
し
で
あ
 

る
。
湾
岸
戦
争
が
長
期
化
の
 

様
相
を
見
せ
た
頃
の
こ
と
で
 

あ
る
。
連
日
茶
の
間
に
、
戦
 

場
の
実
写
が
飛
び
込
ん
で
く
る
。
何
と
 

か
な
ら
な
い
も
の
か
と
居
た
た
ま
れ
な
 

い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
▼
じ
っ
 

と
テ
レ
ビ
に
目
を
凝
ら
し
て
い
る
と
 

「
何
か
」
が
脳
裏
を
よ
ぎ
っ
た
。
戦
争
を
 

興
味
本
意
で
見
て
い
る
自
分
に
気
付
く
 

の
で
あ
る
。
子
ど
も
達
や
多
く
の
市
民
 

は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
も
う
一
 

度
、
我
に
帰
っ
て
、
頭
で
考
え
な
い
と
、
 

戦
争
の
功
罪
に
気
付
か
な
い
の
で
あ
る
 

▼
一
日
数
千
回
に
及
ぶ
空
爆
を
は
じ
め
、
 

巡
航
ミ
サ
イ
ル
・
ト
マ
ホ
ー
ク
な
ど
各
種
 

ハ
イ
テ
ク
兵
器
が
フ
ル
動
員
さ
れ
、
ま
 

る
で
最
新
兵
器
の
実
験
場
み
た
い
な
状
 

況
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
空
爆
で
の
戦
 

費
は
一
日
六
百
七
十
億
円
以
上
、
地
上
 

戦
が
始
ま
れ
ば
一
日
千
三
百
億
円
に
な
 

る
と
言
う
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
は
る
か
 

に
上
回
る
規
模
で
の
消
耗
戦
だ
▼
こ
の
 

記
事
を
読
む
頃
に
は
戦
争
が
終
結
し
て
 

い
る
こ
と
を
望
み
た
い
。
同
僚
が
一
言
 

「
こ
れ
だ
け
の
お
金
が
あ
っ
た
ら
飢
え
で
 

死
ん
で
い
く
子
ど
も
達
を
救
う
こ
と
が
 

で
き
る
の
に
」
 



ロ
 

涙

と

 

一
月
十
三
日
、
同
和
対
策
中
央
研
修
 

所
で
『
鈴
木
健
二
新
春
ァ
ン
コ
ー
ル
講
 

演
会
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
 

一
昨
年
の
童
謡
ま
つ
り
文
 

化
講
演
会
が
、
約
千
三
百
人
の
申
込
み
 

で
入
場
で
き
な
い
人
が
多
数
お
ら
れ
た
 

た
め
、
氏
の
好
意
で
再
び
赤
池
町
で
の
 

講
演
会
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
 

五
百
人
の
聴
衆
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
 

た
会
場
で
『
地
域
づ
く
り
と
人
づ
く
り
』
 

と
題
し
た
、
約
一
時
間
四
十
分
に
わ
た
 

る
涙
と
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
た
講
演
会
で
 

し
た
。
 

氏
は
、
 

「
奉
仕
と
は
特
別
の
こ
と
で
 

は
な
い
。
村
お
こ
し
は
、
最
初
に
お
金
 

を
使
っ
て
は
い
け
な
い
。
時
間
と
労
力
 

3) l
、 

童謡ミュージックチャイム 

ニ＝＝二曲目を変更します一一 

昨年9月から町内に1日4回、童謡 

ミュージックチャイムを流していま 

すが、2月20日より下記のとおり曲 

目が一部変わります。 

時刻 現曲 変更後 備考 

7 : 00 早起き時計 変更なし 

12 : 00 かもめの 
水兵さん 

うれしい 
ひな祭り 

2月20日～ 
3月3日迄 

18: 00 タやけ 
こやけ 変更なし 

21: 00 船頭さん ふるさと 

なお、「うれしいひなまつり」について 

は3月3日までで、その後は、また防、もめ 

の水兵さん」に変更します。更に、「タやけ 

小やけ」については、 

冬期は5時に変更して 

ほしいというご意見を 

検討させて頂いて、秋 

までには結論を出した 

いと思っています。 

誠糞 

「お母さん正直に人間らしく」と鈴木さん 

, 

コ． 

~ 
モ 

ア 

に 

あ 

ふ 

の
提
供
で
あ
る
。
大
切
な
の
は
人
の
話
 

を
よ
く
聞
く
こ
と
で
、
速
効
薬
を
期
待
 

し
て
は
い
け
な
い
」
 

ま
た
「
一
部
分
だ
け
を
ア
ッ
プ
す
る
 

文
化
は
、
本
当
の
文
化
で
は
な
い
。
遠
 

く
か
ら
見
て
も
観
賞
に
耐
え
ら
れ
る
の
 

が
、
本
当
の
文
化
で
あ
る
。
赤
池
町
が
 

赤
池
町
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
全
国
か
 

ら
人
が
集
ま
る
」
「
要
求
す
る
前
に
努
力
 

す
る
。
 
こ
れ
が
本
当
の
民
主
主
義
で
す
。
 

家
庭
で
の
け
じ
め
が
町
の
ル
ー
ル
を
守
 

る
心
を
育
て
る
」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。
 

な
お
、
当
日
は
、
講
演
に
先
だ
ち
、
 

赤
池
町
文
化
連
盟
所
属
の
日
舞
の
会
、
 

コ
扇
誉
会
、
春
の
会
、
華
扇
会
、
中
村
社
 

中
』
 

の
み
な
さ
ん
に
、
 

『
高
砂
の
舞
』
 

な
ど
の
新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
踊
り
を
披
 

露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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の
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「「一 鰻
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(（麟」麟 

一
月
六
日
、
新
春
恒
例
の
下
田
川
四
 

か
町
連
合
出
初
式
が
、
寒
風
吹
き
す
さ
 

ぶ
中
、
金
田
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
 

わ
れ
ま
し
た
。
 

冷
た
い
風
の
中
、
勢
揃
い
し
た
消
防
 

団
員
の
方
は
、
人
員
服
装
点
検
、
機
械
 

器
具
点
検
、
堂
々
の
分
列
行
進
、
消
防
 

車
の
パ
レ
ー
ド
と
、
日
頃
訓
練
の
成
果
 

を
発
揮
し
ま
し
た
。
 

式
で
は
、
こ
の
ほ
か
表
彰
式
も
行
わ
 

れ
、
赤
池
町
で
は
次
の
方
が
表
彰
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

【
県
知
事
表
彰
】
奥
永
優
二
、
奥
永
栄
 

一
（
以
上
永
年
勤
続
）
 

【
県
消
防
協
会
長
表
彰
】
村
上
敏
美
、
 

松
葉
保
彦
、
安
延
豊
広
、
柴
田
豊
次
、
 

左
敏
明
、
長
野
義
隆
、
小
島
紳
、
生
野
 

梢
、
中
村
雅
敏
、
八
隅
清
蔵
、
秋
元
米
 

造
、
有
吉
慈
一
（
以
上
永
年
勤
続
）
有
吉
 

1 億円の使途について 

第1位 子供たちのため 

第2位 お年寄りのため 

第3位 交通問題のため 

第4位 住民福祉のため 

第5位 観光振興のため 

第6位 農業の振興のため 

第7位 文化の振興のため 

) 

心

意

気

ノ

 

慈
一
・
有
吉
淳
（
親
子
表
彰
）
小
直
「
紳
・
 

小
島
賢
一
郎
、
森
野
政
博
・
森
野
秋
夫
 

（
兄
弟
表
彰
）
 

【
県
消
防
協
会
田
川
支
部
長
表
彰
】
今
 

川
真
行
、
相
原
時
雄
 

【
町
長
表
彰
】
沖
野
博
一
、
高
鶴
亨
一
、
 

平
川
一
彦
、
小
島
紳
、
平
岡
年
明
、
今
 

川
義
幸
、
小
源
寺
信
正
 

堂々行進の赤池町消防団 

新春にふさわしい日舞 

「自ら考え、自ら行う地域づくり推進事 

業」ふるさとづくり委員会（山下委員長）は 

19日、第6回の委員会を開催し、2月末答申 

のスケジュールを決定しました。 

地区公民館の皆さんに協力いただいた、ア 

ンケート調査では309人の方から回答があり、 

上野峡、上野焼、童謡の町、興国寺、彦山川 

河川敷地を生かした「まちづくり」の意見 

を多くいただきました。 

一徴w
ば
た
 

翻
け
成
人
、
あ
す
を
夢
み
て
／
 

一
月
三
日
、
 

一
足
早
い
赤
池
町
成
人
 

式
が
同
和
対
策
中
央
研
修
所
で
行
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

今
年
は
、
該
当
者
一
一
三
ハ
名
の
内
約
 

百
名
の
新
成
人
の
方
が
出
席
し
、
祝
福
 

と
激
励
を
受
け
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
、
成
人
者
を
代
表
し
て
、
 

木
村
文
江
さ
ん
（
下
町
）
が
宣
誓
を
行
 

い
、
中
山
将
児
さ
ん
（
車
道
）
が
記
念
 

品
を
受
け
と
り
ま
し
た
。
 

記
念
講
演
で
は
、
北
九
州
Y
M
c
A
 

総
主
事
の
藤
本
新
ニ
先
生
よ
り
『
赤
池
 

町
か
ら
始
ま
る
国
際
化
』
と
題
し
て
、
 

「
各
国
の
習
慣
や
思
想
を
乗
り
越
え
て
、
 

お
互
い
の
立
場
を
理
解
し
合
う
中
か
ら
 

人
権
が
守
ら
れ
る
、
そ
の
こ
と
は
平
和
 

早
期
通
報
で
延
焼
紡
鷺
 

ー
田
川
地
区
消
防
本
部
が
表
彰
ー
 

中
町
在
住
の
伊
藤
信
幸
さ
ん
廿
”
」
ユ
具
H
 

伊
藤
さ
ん
は
、
 

》

月

二

十

二

日

に

田

 

へ
継
が
る
も
の
で
す
。
心
を
開
く
こ
と
 

か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
」
 
と
、
問
題
 

提
起
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
新
成
 

人
一
人
ひ
と
り
が
、
抱
負
や
希
望
を
色
 

紙
に
書
き
、
風
船
に
結
び
大
空
へ
向
け
 

放
ち
ま
し
た
。
 

安
全
運
転
に
気
く
ば
り
巻
ノ
 

ー
ー
道
路
交
通
法
改
正
ー
麟
「
」
 

昨
年
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
が
全
 

国
で
一
万
二
千
人
を
超
え
る
事
態
に
な
 

り
た
え
が
た
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
 

県
内
に
お
い
て
も
、
四
百
十
六
人
、
 

う
ち
田
川
で
も
十
九
人
の
尊
い
生
命
が
 

失
わ
れ
ま
し
た
。
心
が
痛
む
思
い
で
す
。
 

平
成
三
年
一
月
一
日
よ
り
道
路
交
通
 

法
が
改
正
さ
れ
、
違
法
駐
車
対
策
が
強
 

化
さ
れ
ま
し
た
。
 

＊
主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

①
車
の
放
置
行
為
に
つ
い
て
、
運
転
者
 

ば
か
り
で
な
く
、
持
ち
主
に
も
様
々
な
 

が
、
火
災
の
早
期
 

発
見
、
通
報
で
一
 

‘
川
地
区
消
防
本
部
 

長
よ
り
表
彰
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

一
月
九
日
午
前
三
時
 

五
十
一
分
頃
新
聞
配
達
の
た
め
出
勤
途
 

中
に
、
ス
ー
パ
ー
ユ
ニ
ー
ド
前
の
飲
食
 

店
で
火
災
が
発
生
し
て
い
る
の
を
発
見
 

し
、
一
一
九
番
通
報
。
 
付
近
に
は
、
パ
 

チ
ン
コ
店
や
美
容
院
な
ど
あ
り
、
又
、
 

出
火
場
所
近
く
に
プ
ロ
パ
ン
ボ
ン
べ
4
 

本
も
あ
り
危
険
で
し
た
が
、
伊
藤
さ
ん
 

の
通
報
で
店
内
の
一
部
を
焼
い
た
だ
け
 

で
し
た
。
 

伊
藤
さ
ん
は
「
当
た
り
前
の
 

こ
と
を
し
た
だ
け
で
す
。
何
か
は
ず
か
 

し
い
」
と
い
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
 

議 

会 

よ 

り 

平
成
」
犀
一
月
臨
時
議
会
が
一
月
十
 

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

⑥
エ
事
請
負
契
約
の
変
更
→
平
成
二
年
 

度
産
炭
地
域
開
発
就
労
事
業
及
び
特
定
 

地
域
開
発
就
労
事
業
で
実
施
し
て
い
ま
 

す
「
瀬
ケ
谷
水
路
整
備
工
事
」
 

「
入
来
 

5
高
鶴
線
道
路
改
良
舗
装
工
事
及
び
大
 

浦
地
俊
諜
工
事
」
 
「
原
5
石
垣
線
及
び
 

「虎尾桜に立派な花を咲かせよう」 
心配する会が周辺整備 

宣誓する木村文江さん 

義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
違
反
す
 

る
と
、
そ
の
車
の
使
用
が
禁
止
さ
 

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

②
ま
た
、
放
置
行
為
に
か
か
わ
る
基
礎
 

点
数
や
反
則
金
の
額
も
引
き
上
げ
ら
れ
 

ま
す
。
 

（
普
通
車
に
よ
る
駐
車
禁
止
違
 

反
の
場
合
、
基
礎
点
検
は
現
在
一
点
か
 

ら
二
点
と
な
り
、
反
則
金
も
一
万
円
か
 

ら
二
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

な
お
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
に
つ
い
 

て
も
変
わ
り
ま
す
の
で
、
充
分
気
を
つ
 

け
て
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

一
月
六
日
、
昨
年
発
足
し
た
 

「
虎
尾
桜
を
心
配
す
る
会
」
 

（
会
長
廿
井
上
孝
生
さ
ん
大
 

和
町
在
住
）
は
、
虎
尾
桜
に
 

立
派
な
花
を
咲
せ
よ
う
と
第
 

一
一
回
目
の
周
辺
整
備
を
行
い
 

ま
し
た
。
 

虎
尾
桜
は
、
そ
の
名
の
と
 

お
り
花
弁
が
虎
の
尾
に
似
た
 

形
を
し
て
お
り
、
極
め
て
珍
 

し
い
桜
で
す
。
樹
齢
六
百
年
 

の
巨
木
で
昔
か
ら
地
元
の
人
 

た
ち
に
「
虎
尾
桜
」
と
呼
ば
 

れ
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
戦
後
植
林
し
た
周
辺
 

の
杉
が
大
き
く
な
り
日
が
当
ら
な
く
な
っ
 

て
急
速
に
樹
勢
が
衰
え
ま
し
た
。
 

会
員
十
四
名
は
、
薄
い
残
雪
に
手
足
 

を
凍
え
さ
せ
な
が
ら
、
下
刈
り
を
し
た
 

り
、
歩
道
を
作
っ
た
り
、
案
内
板
づ
く
 

り
を
し
ま
し
た
。
 

同
会
は
、
開
花
時
期
に
向
け
て
更
に
 

田
川
交
通
安
全
協
会
赤
池
支
部
 

周
辺
整
備
を
行
い
、
三
月
末
に
 
「
自
然
 

観
察
と
虎
尾
桜
の
お
花
見
」
を
予
定
し
 

て
い
る
そ
う
で
す
。
 

文
化
財
専
門
委
員
の
熊
谷
信
孝
先
生
 

（
田
川
高
校
在
職
）
の
調
査
に
よ
れ
ば
種
 

名
は
ェ
ゾ
ヒ
ガ
ン
と
言
い
、
九
州
で
は
 

佐
賀
県
と
長
崎
県
を
除
く
各
県
に
あ
る
 

が
、
そ
の
数
は
非
常
に
少
な
い
と
の
こ
 

と
で
す
。
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石
垣
、
小
路
線
道
路
舗
装
工
事
」
 

「
前
 

田
5
北
田
線
及
び
火
口
5
汐
井
川
線
道
 

路
舗
装
工
事
」
「
地
麦
、
過
鶴
線
（
外
四
 

線
）
道
路
舗
装
工
事
」
「
吉
ケ
浦
上
池
整
 

備
工
事
」
及
び
「
貴
船
迫
線
道
路
改
良
 

舗
装
工
事
」
の
請
負
契
約
の
一
部
を
変
 

更
す
る
た
め
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

⑥
エ
事
請
負
契
約
の
締
結
→
平
成
二
年
 

度
農
林
業
同
和
対
策
事
業
「
市
場
い
ち
 

じ
く
ハ
ウ
ス
施
設
設
置
工
事
」
 
に
つ
い
 

胸高周囲3 .8 メートルの虎尾桜 

て
工
事
予
定
価
格
の
全
額
が
三
千
万
円
 

を
を
下
ら
な
い
た
め
議
会
の
議
決
を
 

得
ま
し
た
。
 

⑥
指
定
金
融
機
関
の
指
定
に
つ
い
て
 

指
定
金
融
機
関
の
交
替
に
よ
り
地
域
 

に
根
ざ
し
た
中
で
よ
り
一
層
の
利
便
性
 

及
び
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
 

め
試
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
指
定
金
融
 

機
関
を
株
式
会
社
西
日
本
銀
行
に
変
更
 

す
る
た
め
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。
 



(4) 価
 

難
難
織
 
麟
 難
麟
難
麟
綴
麟
 

一
人
ひ
と
り
の
 

人
権
を
大
切
に
廿
 

こ
こ
で
紹
介
す
る
作
品
は
、
昨
年
の
人
権
尊
重
旬
間
（
平
成
2
年
 
12 

/
4
5
 
13 

) 

に
お
い
て
、
町
内
、
小
・
中
学
校
、
児
童
生
徒
か
ら
 
「
作
文
」
・
「
ポ
ス
タ
ー
」
、
 

ま
た
、
地
区
公
民
館
お
よ
び
職
域
か
ら
 
「
ポ
ス
タ
ー
」
な
ど
、
数
多
く
の
作
品
が
集
 

ま
り
ま
し
た
。
 

そ
の
中
で
力
作
と
思
わ
れ
る
作
品
を
2
月
よ
り
6
月
ま
で
の
5
回
に
わ
た
り
掲
載
 

し
て
い
き
ま
す
。
 

麟
麟
」
織
麟
 

市場小学校6年久原聖子さん（市津） 

今月の解放講座 

き 2月27日（水） 

午後7時30分から 

ところ 同和対策中央研修所 

※自らを見っめ、暮しを高める 

解放講座へ、お気軽にどうぞ。 
上野小学校5年青柳智子さん（原） 

赤池中学校1年徳永裕子さん（松本） 

弘日～乃B 
市爆保憲翻 

市 場 保 育 所 

中 尾 保 育 所 

7 支 所 

劣雷鷺A，淑製紘え倉 
多意●憂 

× 

人

権

作

文

 

今
ま
で
を
ふ
り
返
っ
て
 

上
野
小
学
校
六
年
 

深
川
明
美
さ
ん
（
今
屋
敷
）
 

私
が
、
差
別
と
い
う
言
葉
の
意
味
が
、
 

は
っ
き
り
と
わ
か
ら
な
か
っ
た
低
学
年
の
 

こ
ろ
の
こ
と
で
す
。
 

親
せ
き
の
人
が
入
院
し
た
の
で
、
家
族
 

で
お
見
舞
に
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
 

の
病
室
に
行
く
ま
で
に
、
い
ろ
い
ろ
な
障
 

害
を
も
っ
た
人
が
い
ま
し
た
。
車
い
す
に
 

乗
っ
た
人
、
手
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
い
 

人
、
そ
れ
に
、
お
年
寄
り
の
方
も
た
く
さ
 

ん
い
ま
し
た
。
 

病
室
に
入
る
ま
で
に
、
障
害
者
の
人
を
 

見
て
は
、
知
ら
な
い
う
ち
に
、
に
げ
る
よ
 

う
に
走
っ
て
い
ま
し
た
。
 

た
だ
、
障
害
者
の
人
に
は
近
づ
き
た
く
 

な
い
と
思
っ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
 

そ
の
こ
ろ
は
走
っ
て
に
げ
た
こ
と
を
、
 

差
別
と
は
ぜ
ん
ぜ
ん
気
づ
き
ま
せ
ん
で
し
 

班
長
に
な
っ
て
 

市
場
小
学
校
六
年
 

長
峰
義
則
く
ん
（
下
寿
）
 

ぼ
く
は
、
班
長
に
な
っ
て
が
ん
ば
ろ
う
 

と
思
っ
て
立
侯
補
し
、
班
長
に
な
り
ま
し
 

た
。
と
こ
ろ
が
、
班
の
友
達
に
 
「
班
長
ら
 

し
い
仕
事
を
し
な
い
の
で
、
止
め
た
ら
」
 

と
言
わ
れ
、
あ
ま
り
話
を
し
な
い
よ
う
に
 

な
っ
て
、
ぼ
く
は
、
学
校
に
行
き
た
く
な
 

い
と
か
、
死
に
た
い
と
か
思
っ
て
い
ま
し
 

た
。
で
も
、
「
学
校
に
行
か
な
。
」
と
友
達
 

に
言
わ
れ
て
、
ぼ
く
は
生
ま
れ
変
っ
た
よ
 

う
に
J
か
い
ま
し
た
。
 

か
り
し
て
い
る
と
言
わ
れ
、
ま
ず
、
手
あ
 

そ
び
を
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思
い
ま
 

し
た
。
他
の
班
長
も
自
分
の
め
あ
て
を
も
 

ち
、
一
週
間
た
っ
た
ら
、
め
あ
て
の
反
省
 

会
を
開
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。
 

そ
の
日
の
五
時
間
目
、
と
び
箱
の
5

だ
 

ん
が
と
べ
な
い
友
達
が
、
一
人
で
が
ん
ば
っ
 

て
い
る
姿
を
見
て
、
ぼ
く
は
涙
が
出
か
け
 

ま
し
た
。
お
し
り
を
打
っ
て
も
、
痛
い
と
 

か
、
き
つ
い
と
か
言
わ
な
い
で
、
必
死
に
 

差

別

に

つ

い

て

 

赤
池
中
学
校
 

金
子
真
希
子
さ
ん
（
叫
ぜ
 

私
は
、
今
差
別
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
 

考
え
直
す
べ
き
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

文
化
祭
の
生
徒
主
張
の
時
、
差
別
に
つ
い
 

て
、
三
組
の
人
が
発
表
し
て
い
た
事
を
し
 

み
じ
み
と
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

ま
ず
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
体
 

に
障
害
の
あ
る
人
達
を
じ
っ
と
み
て
い
る
 

こ
と
も
、
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
る
し
、
ボ
 

ロ
ボ
ロ
の
服
を
着
て
い
る
不
工
辛
な
人
を
笑
っ
 

た
り
、
差
別
の
事
に
関
し
て
、
心
あ
た
り
 

の
あ
る
例
は
い
ろ
い
ろ
で
て
き
ま
す
。
 

私
は
、
そ
ん
な
、
い
ろ
ん
な
差
別
を
し
 

た
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

で
も
自
分
が
反
対
の
立
場
に
立
っ
て
み
 

る
と
、
「
差
別
し
た
ら
い
け
な
い
」
そ
ん
な
 

時
に
始
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
例
え
 

ば
、
自
分
が
と
て
も
運
動
神
経
が
悪
い
と
 

し
ま
す
。
 

そ
の
事
を
、
自
分
が
一
番
よ
く
知
っ
て
 

い
て
、
ど
う
に
も
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
 

い
最
悪
の
悩
み
と
し
ま
す
。
そ
れ
を
、
仲
 

一
の
良
い
友
達
か
ら
「
あ
ん
た
っ
ち
、
け
っ
 

/I 

ノ
 

た
。
だ
け
ど
、
今
考
え
て
み
れ
ば
、
私
は
 

障
害
者
の
人
に
差
別
を
し
て
し
ま
い
ま
し
 

た
。
そ
れ
に
、
そ
の
こ
ろ
は
気
づ
か
な
く
 

て
も
、
障
害
者
の
人
に
対
し
て
、
こ
わ
い
、
 

気
持
ち
悪
い
な
ど
、
思
っ
て
い
た
に
ち
が
 

い
あ
り
ま
せ
ん
。
 

そ
の
他
に
、
私
は
、
自
分
が
気
付
か
な
 

い
う
ち
に
、
た
く
さ
ん
の
差
別
を
し
て
き
 

た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
 

も
し
、
気
付
い
て
い
て
も
、
差
別
を
や
 

め
よ
う
と
は
、
思
っ
て
い
な
か
っ
た
か
も
 

知
れ
ま
せ
ん
。
 

し
か
し
、
毎
年
石
川
さ
ん
の
勉
強
を
す
 

る
に
つ
れ
て
、
差
別
の
心
を
持
っ
て
は
い
 

け
な
い
な
ど
の
こ
と
が
、
よ
く
わ
か
り
ま
 

し
た
。
差
別
は
、
人
を
き
ず
つ
け
る
だ
け
 

の
も
の
と
も
、
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
は
、
差
別
を
し
な
い
こ
と
と
 

と
も
に
、
差
別
を
し
て
い
る
人
を
、
注
意
 

す
る
な
ど
の
こ
と
を
、
が
ん
ば
っ
て
人
権
 

を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
 

そ
う
言
っ
て
く
れ
た
友
達
を
持
っ
て
よ
 

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
事
を
お
母
 

さ
ん
に
言
う
と
、
 

「
そ
ん
な
友
達
を
持
っ
 

て
よ
か
っ
た
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

お
母
さ
ん
の
笑
顔
を
見
て
、
涙
が
出
そ
う
 

に
な
り
ま
し
た
。
 

そ
し
て
あ
く
る
日
、
学
校
に
行
っ
て
、
 

ぼ
く
の
こ
と
で
班
長
会
を
開
い
て
も
ら
っ
 

て
、
班
長
ら
し
い
仕
事
は
ど
ん
な
仕
事
か
 

聞
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

一
人
一
人
の
班
長
が
自
分
の
悪
い
と
こ
 

ろ
や
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
事
を
言
っ
て
、
 

お
た
が
い
に
反
省
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
 

こ
で
、
ぼ
く
は
、
勉
強
中
、
手
あ
そ
び
ば
 

が
ん
ば
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
の
姿
を
 

見
て
、
ぼ
く
も
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
し
 

た
。
班
に
帰
っ
て
、
話
し
合
っ
て
、
お
た
 

が
い
に
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
わ
か
り
 

ま
し
た
。
そ
の
事
を
帰
っ
て
お
母
さ
ん
に
言
 

う
と
「
よ
か
っ
た
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
て
、
 

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
 

次
の
日
、
学
校
に
行
っ
て
班
の
人
と
仲
 

よ
し
に
な
っ
て
、
班
は
に
ぎ
や
か
に
な
り
 

ま
し
た
。
 

こ
う
運
動
神
経
悪
い
ね
」
と
、
そ
の
友
達
 

は
、
た
い
し
て
悪
気
は
な
い
ん
だ
け
ど
、
 

言
わ
れ
た
ら
、
本
人
は
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
 

で
す
。
 

こ
の
話
は
、
小
学
校
六
年
の
時
に
友
達
 

か
ら
聞
い
た
こ
と
で
、
そ
の
友
達
と
は
傷
 

つ
け
ら
れ
た
本
人
で
す
。
 

ま
わ
り
か
ら
見
る
と
 
「
た
か
が
、
そ
う
 

言
わ
れ
た
だ
け
で
…
」
と
思
う
か
も
知
れ
 

ま
せ
ん
が
、
そ
の
本
人
は
、
私
に
泣
き
な
 

が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

「
こ
う
し
た
ら
、
じ
よ
う
ず
に
で
き
る
 

よ
」
と
言
っ
て
ほ
し
か
っ
た
の
で
す
。
私
 

は
差
別
と
い
う
の
は
、
ど
こ
に
で
も
、
ほ
 

ん
の
一
瞬
の
出
来
事
で
も
相
手
を
き
ず
つ
 

け
た
り
す
る
も
の
だ
と
い
う
、
お
そ
ろ
し
 

さ
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
 

こ
う
し
て
、
じ
っ
く
り
見
て
み
る
と
、
 

何
よ
り
も
差
別
の
お
そ
ろ
し
さ
、
も
う
一
 

度
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
権
の
大
 

切
さ
を
、
し
み
じ
み
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
 

し
た
。
 

こ
れ
か
ら
は
、
相
手
へ
の
思
い
や
り
、
 

相
手
の
立
場
に
な
っ
て
、
言
葉
や
行
動
、
 

一
つ
ー
つ
に
気
を
つ
け
た
い
し
、
み
ん
な
 

に
も
分
か
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
 

×
 



健康教室 

町立病院 
整形外科医長 

中村 博先生 

今
回
は
、
病
気
の
源
と
も
い
わ
れ
る
 

「
肥
満
」
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
 

▼
肥
満
と
は
 

身
長
の
割
合
に
比
べ
、
体
重
が
重
す
 

ぎ
る
状
態
を
い
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
 

の
過
体
重
は
す
ぐ
に
、
肥
満
に
む
す
び
 

つ
か
な
い
状
態
も
あ
り
、
運
動
な
ど
を
 

や
っ
て
い
る
若
者
は
、
過
体
重
で
あ
っ
 

て
も
肥
満
の
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
態
は
特
殊
 

な
も
の
で
、
 

一
般
的
に
過
体
重
廿
肥
満
 

と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

▼
肥
満
と
病
気
 

内
科
的
に
最
も
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
 

糖
尿
病
と
肥
満
の
関
係
で
す
が
、
こ
れ
 

は
一
概
に
は
論
ず
る
こ
と
は
で
き
ず
、
 

痩
せ
て
い
る
糖
尿
病
患
者
も
い
る
こ
と
 

か
ら
話
は
複
雑
に
な
っ
て
き
ま
す
。
 

そ
れ
以
外
で
も
、
慢
性
気
管
支
炎
な
 

ど
の
呼
吸
器
疾
患
、
胃
腸
障
害
、
脂
肪
 

肝
、
胆
石
症
、
騨
炎
、
便
秘
、
痔
、
月
 

経
不
順
、
性
欲
減
退
な
ど
が
合
併
し
や
 

す
い
疾
患
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
整
形
外
科
的
に
も
肥
満
が
、
 

膝
、
股
関
節
等
の
体
重
が
か
か
る
関
節
 

に
対
し
て
、
軟
骨
の
磨
耗
を
促
進
し
て
、
 

（ノ》・ 
AI 

⑧
 

ー
 

冥
府
か
ら
使
者
の
よ
う
に
 

変
形
性
関
節
症
の
引
金
と
な
っ
た
り
、
 

そ
の
増
悪
因
子
と
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
 

そ
の
他
に
、
肥
満
で
お
腹
が
で
て
く
 

る
こ
と
は
、
腰
痛
、
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
 

の
原
因
と
な
っ
た
り
し
ま
す
。
 

▼
肥
満
と
体
重
 

肥
満
の
原
因
と
し
て
、
い
わ
れ
て
い
 

る
体
質
に
関
し
て
、
 

“
水
を
飲
ん
で
も
 

太
る
w

、 

“
痩
せ
の
大
食
い
）
は
そ
の
 

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
肥
満
に
 

な
り
や
す
い
人
は
、
適
当
に
運
動
を
す
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
カ
ロ
リ
ー
消
費
と
、
 

食
欲
を
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
 

に
一
挙
両
得
と
な
り
ま
す
。
 

そ
れ
で
は
、
運
動
は
ど
ん
な
も
の
が
 

良
い
か
と
言
い
ま
す
と
、
や
は
り
今
ま
 

で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
自
転
車
漕
ぎ
、
 

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
水
泳
な
ど
の
有
酸
素
運
 

過
食
な
く
し
て
、
肥
満
あ
り
得
ず
 

食
欲
を
押
さ
え
程
度
の
運
動
を
 

両
極
端
で
す
が
、
や
は
り
肥
満
と
摂
取
 

カ
ロ
リ
ー
の
間
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
 

り
、
過
食
な
く
し
て
肥
満
は
あ
り
得
な
 

い
と
い
え
ま
す
。
運
動
と
食
欲
の
間
で
、
 

太
り
や
す
い
体
質
と
言
わ
れ
て
い
る
人
 

は
、
そ
の
関
係
が
反
比
例
で
、
そ
の
食
 

欲
が
落
ち
な
い
状
態
で
あ
る
た
め
に
、
 

じ
っ
と
し
て
い
て
も
よ
く
食
べ
る
た
め
、
 

結
果
と
し
て
肥
満
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

動
が
適
切
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

特
に
肥
満
が
あ
る
人
は
、
腰
、
膝
に
 

負
担
が
か
か
る
た
め
に
、
水
泳
、
自
転
 

車
で
あ
る
程
度
基
礎
体
力
を
つ
け
て
、
 

体
重
を
減
ら
し
て
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
お
こ
 

な
っ
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
他
に
、
有
酸
素
運
動
は
血
清
の
 

脂
質
、
中
性
脂
肪
を
減
ら
し
、
動
脈
硬
 

化
の
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
 

▼
肥
満
の
予
防
法
 

▼
肥
満
の
功
罪
 

今
ま
で
の
よ
う
な
こ
と
を
話
す
と
、
 

刀
肥
満
は
諸
悪
の
根
減
で
あ
る
〉
と
い
 

う
ふ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
長
生
き
し
 

た
人
の
体
形
を
調
べ
て
み
ま
す
と
、
「
小
 

太
り
」
 
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
 

決
し
て
「
痩
身
」
 
の
人
が
長
生
き
し
て
 

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

私
も
、
身
長
一
八
二
m

、
体
重
九
五
加
 

と
か
な
り
理
想
体
重
か
ら
か
け
離
れ
て
 

い
ま
す
が
、
い
た
っ
て
健
康
体
で
す
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
肥
満
は
確
か
に
 

動
脈
硬
化
等
の
成
人
病
の
原
因
に
な
っ
 

て
い
ま
す
が
、
肥
満
そ
の
も
の
よ
り
、
 

肥
満
に
な
る
生
活
態
度
と
が
問
題
で
あ
 

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

肥
満
体
を
が
ん
ば
っ
て
や
せ
る
こ
と
 

は
、
無
理
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
運
動
 

を
し
、
医
師
の
処
方
の
も
と
に
食
事
療
 

法
を
し
て
、
痩
せ
る
努
力
 

を
す
る
こ
と
が
、
成
人
 

病
か
ら
遠
ざ
か
る
手
段
 

と
し
て
は
間
違
い
な
い
 

よ
う
で
す
。
 

健
婦
だ
ょ
叩
 

・
・
健
康
ま
つ
り
の
ご
案
内
・
・
 

生
き
生
き
と
し
た
健
康
生
活
を
お
く
 

る
た
め
に
は
「
栄
養
」
「
運
動
」
「
休
養
」
 

の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
成
り
立
ち
ま
す
。
 

ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
で
は
、
そ
れ
に
 

気
づ
か
ず
生
活
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
 

来
た
る
3
月
 17 

日
回
に
健
康
ま
つ
り
 

を
計
画
し
ま
し
た
。
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。
 

、

、

ー

 

K
m

見
事
白
元
走
グ
ー
 

ゴールは近い（前が沼口さん） 

板
屋
団
地
 
前
田
孝
子
さ
ん
 

三
年
前
の
九
月
末
、
入
』
m
加
療
中
だ
っ
 

た
主
人
に
癌
の
疑
い
が
も
た
れ
、
検
査
 

の
た
め
転
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
 

そ
の
病
院
の
同
室
で
肝
硬
変
が
悪
化
し
 

て
い
る
ら
し
い
男
の
方
が
、
吐
き
気
が
 

ひ
ど
く
、
一
日
中
起
き
ら
れ
な
い
状
態
 

が
十
日
置
き
だ
っ
た
の
が
、
だ
ん
だ
ん
 

間
が
近
く
な
っ
て
き
た
。
 
そ
ん
な
あ
る
 

日
、
力
の
な
い
声
で
私
に
「
ホ
ッ
ト
パ
ッ
 

ク
を
借
り
て
来
て
」
 
と
頼
ま
れ
た
。
私
 

は
 10 

m
程
廊
下
を
小
走
り
し
、
借
り
て
 

き
て
痛
む
所
へ
紐
で
結
ん
で
あ
げ
た
。
 

う
 

し
ば
ら
く
し
て
、
い
く
ら
か
気
分
も
 

け
 
よ
く
な
っ
た
ら
し
く
、
ベ
ッ
ト
サ
ッ
ク
 

一
月
十
三
日
に
、
全
国
で
も
有
名
な
鹿
児
 

島
県
指
宿
市
で
行
わ
れ
た
“
菜
の
花
マ
ラ
 

ソ
ン
ガ
に
先
月
号
で
紹
介
し
た
、
町
体
育
 

指
導
員
の
沼
口
康
之
さ
ん
H

写
真
H

が
初
 

挑
戦
し
見
事
完
走
し
ま
し
た
。
 

42 

・
斯
血
を
3
時
間
 50 

分
で
ゴ
ー
ル
し
 

汗
と
清
々
し
い
笑
顔
が
南
国
の
花
と
風
の
 

中
で
、
生
き
生
き
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。
 

ど
う
も
お
疲
れ
さ
ま
／
 

今
後
の
ご
健
闘
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

に
掴
ま
っ
て
座
り
、
そ
っ
と
私
を
呼
び
 

よ
せ
、
私
の
手
を
両
手
で
覆
い
、
涙
を
 

こ
ぼ
し
な
が
ら
 
「
あ
ん
た
も
疲
れ
ち
ょ
 

う
と
に
済
ま
ん
ね
、
あ
り
が
と
う
」
 
と
 

い
っ
た
。
あ
る
タ
方
、
そ
の
方
へ
、
「
お
 

電
話
で
す
」
と
の
連
絡
が
あ
り
、
私
に
 

「
起
き
れ
ん
き
代
わ
り
に
で
て
」
と
頼
ま
 

れ
詰
所
へ
行
き
、
受
話
器
を
と
っ
た
。
 

奥
さ
ん
か
ら
の
電
話
で
 
「
今
度
の
正
 

月
に
は
息
子
と
会
い
に
行
く
か
ら
」
と
 

の
言
葉
に
一
瞬
「
ハ
ッ
」
 
と
さ
せ
ら
れ
 

た
。
そ
れ
は
、
「
正
月
が
迎
え
ら
れ
る
の
 

だ
ろ
う
か
」
と
思
っ
た
か
ら
だ
。
 

そ
の
年
の
十
二
月
中
旬
、
彼
の
急
変
 

に
気
付
い
た
看
護
婦
さ
ん
は
、
主
治
医
 

を
呼
び
重
症
室
に
移
し
、
血
圧
計
は
腕
 

に
付
け
た
ま
ま
で
吸
入
器
の
中
で
苦
し
 

そ
う
に
し
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
あ
ま
り
 

時
間
も
た
た
ず
に
器
具
は
、
は
づ
さ
れ
、
 

主
治
医
と
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
い
 

①
各
種
ガ
ン
検
診
（
胃
ガ
ン
、
乳
ガ
ン
、
 

子
宮
ガ
ン
、
肺
ガ
ン
、
大
腸
ガ
ン
）
 

②
健
康
相
談
（
町
内
病
院
の
医
師
）
 

③
歯
科
検
診
（
町
内
歯
科
医
師
）
 

④
フ
ッ
素
塗
布
と
歯
み
が
き
指
導
（
歯
 

科
衛
生
士
）
 

⑤
在
宅
家
庭
看
護
の
実
演
及
び
看
護
、
 

介
護
用
品
、
衣
類
等
の
展
示
 

⑥
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
 

（
理
学
療
養
士
）
 

⑦
救
急
時
突
発
事
故
時
の
心
肺
蘇
生
法
 

の
実
演
（
田
川
消
防
署
）
 

⑧
幼
児
の
応
急
処
置
の
仕
方
（
田
川
保
 

健
所
助
産
婦
）
 

⑨
栄
養
診
断
と
栄
養
相
談
（
栄
養
士
）
 

⑩
何
ん
で
も
測
ろ
う
／
（
検
尿
、
血
圧
、
 

身
重
、
体
重
、
皮
下
肥
肪
等
）
 

体
力
測
定
（
握
力
、
肺
活
量
、
筋
力
テ
ス
ト
等
）
 

⑩
赤
池
町
食
生
活
改
善
員
の
方
に
よ
る
 

健
康
弁
当
の
試
食
も
あ
り
ま
す
よ
。
 

ー
 

た
看
護
婦
さ
ん
ら
が
深
く
遺
体
に
頭
を
 

下
げ
て
し
ま
っ
た
。
 
彼
を
気
遣
い
病
室
 

の
前
で
少
し
開
い
た
硝
子
戸
の
す
き
間
 

か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
日
は
、
 

一
日
中
凋
落
の
紅
葉
の
は
げ
し
い
日
で
 

も
あ
っ
た
。
 

カ
ー
テ
ン
を
透
り
遺
体
に
さ
し
て
い
 

つ
き
か
げ
 

た
月
光
は
ま
る
で
冥
府
か
ら
の
使
者
の
 

よ
う
だ
っ
た
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

⑥
順
不
同
・
敬
称
略
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
十
二
月
二
十
日
、
一
月
十
七
日
 

【
香
典
返
し
】
 

o
香
月
武
男
（
貴
船
）
 

o
伊
藤
孝
子
（
高
尾
）
o

池
永
吉
治
（
中
 

組
）
o

蔭
西
繁
喜
（
東
組
）
o

桑
木
全
子
 

（
松
本
）
以
上
五
件
十
一
万
五
千
円
で
す
 

【
寄
付
】
o

九
光
石
油
廿
五
千
円
o

石
 

尾
妙
子
廿
五
万
円
o

横
川
輝
雄
廿
五
千
 

円
o

高
浜
ミ
ッ
子
廿
千
円
o

上
野
病
院
 

（
崎
山
国
男
）
廿
百
万
円
o

匿
名
の
方
五
 

名
廿
一
万
一
千
円
 

【
賛
助
会
費
】
 

（
一
般
・
個
人
一
口
廿
 

千
円
）
o

守
田
慶
子
廿
五
口
o

原
田
信
 

子
廿
五
口
o

沢
永
孝
美
廿
一
口
o

高
浜
 

ミ
ツ
コ
廿
一
口
o

池
田
等
廿
五
口
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
o

福
祉
バ
ス
内
 

「
ふ
れ
あ
い
基
金
箱
」
廿
三
万
六
千
五
百
 

四
十
五
円
 

【
古
切
手
】
o

赤
池
町
役
場
廿
二
千
六
 

百
八
十
枚
 

老
人
ホ
ー
ム
 

天
郷
荘
 

o
大
庭
文
具
薬
店
（
赤
「
池
）
廿
テ
ィ
シ
ュ
 

【
 

) 

ペ
ー
パ
ー
五
十
箱
o

天
国
社
（
赤
池
）
廿
 

缶
ジ
ュ
ー
ス
」
ハ
末
o

定
善
寺
（
上
野
）
廿
 

み
か
ん
二
箱
o

池
田
福
勇
（
上
野
）
廿
花
 

苗
二
十
本
o

亀
井
肉
店
（
赤
池
）
廿
み
か
 

ん
二
箱
o

日
本
た
ば
こ
産
業
鞠
廿
た
ば
 

こ
八
十
七
個
 

2月福祉センターの行事 

【休館日】 

4日司1日司7日 

18日・25日 

【福祉バス運行日】 

毎日運行しています。 

【演 芸】 

入館者の方へ舞台を 

自由に提供しています 

※ゲートボール場も自由にご利用下さい 

【心配ごと相談】 

7日d9日・27日 

(10時30分～15時30分） 

【健康相談日】 

12日因(10時30分～14時） 

【仏教講演会】 

12日因(11時より） 

田
川
交
通
安
全
協
会
赤
池
支
部
 

【
特
別
賛
助
会
員
】
o

小
正
建
設
o

福
 

智
開
発
o

正
栄
建
設
o

武
末
組
o

太
田
 

組
o

太
田
工
務
店
o

三
宅
鮮
魚
店
o

上
 

野
焼
陶
器
組
合
o

明
宝
工
業
o

中
川
建
 

設
o

桑
野
組
o

亀
谷
組
o

熊
谷
組
o

の
 

り
た
け
食
品
工
業
o

香
月
建
設
o

明
鉱
 

会
o

立
花
建
設
o

巽
工
業
o

赤
池
町
第
 

九
区
o

藤
重
衣
料
品
店
o

高
園
酒
店
o
 

囲
碁
同
好
会
だ
よ
り
 

新
た
に
設
置
さ
れ
た
優
勝
杯
を
め
ざ
 

し
て
、
毎
月
の
例
会
を
上
回
る
熱
戦
の
 

結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
0
 

A
ブ
ロ
ッ
ク
 

町
長
杯
 
中
村
三
郎
さ
ん
（
岩
屋
組
）
 

一一
 

位
 
河
崎
義
美
さ
ん
（
松
 
本） 

」一 

位
 
児
玉
昭
三
さ
ん
（
松
 
本） 

B
ブ
ロ
ッ
ク
 

：
議
長
杯
 
木
村
 
光
さ
ん
（
松
 
本） 

” 

一一 

位
 
白
川
美
智
孝
さ
ん
（
8

の4
) 

三
 
位
 
緒
方
秀
敏
さ
ん
（
稲
荷
 

)
 

C
ブ
ロ
ッ
ク
 

教
曹
長
杯
 

浦
田
正
美
さ
ん
（
糸
田
町
）
 

一一 

位
 
中
村
康
利
さ
ん
（
東
 
組） 

三
 
位
 
田
中
三
豊
さ
ん
（
猿
 
畑） 

D
ブ
ロ
ッ
ク
 

食
讐
練
池
田
勝
彦
さ
ん
（
上
の
原
）
 

三
 
位
 
黒
瀬
哲
蔵
さ
ん
（
時
弾
）
 

・
各
優
勝
杯
の
設
定
に
あ
た
っ
て
、
ご
 

寒
力
戴
き
ま
し
た
皆
様
に
、
厚
く
お
礼
 

を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

宇 

翻
碁
同
好
会
 

田
中
一
一
 一

 

豊
 
会
長
発
 

赤
池
鉱
業
所
o

真
鍋
商
店
o

焼
肉
ボ
タ
 

山
o

菱
和
興
産
o

赤
池
重
機
o

白
川
商
 

店
o

丸
窓
o

木
下
電
気
店
o

筑
豊
繊
維
 

o
山
本
家
具
店
o

田
山
歯
科
o

ラ
ッ
キ
ー
 

ス
タ
ー
パ
チ
ン
コ
o

田
川
信
用
金
庫
o
 

赤
池
耐
火
工
業
o

吉
田
運
送
店
o

明
昭
 

機
工
o

代
協
工
業
o

ス
ー
パ
ー
さ
き
や
 

ま
o

お
お
ば
薬
店
o

美
容
室
す
い
れ
ん
 

o
い
た
み
衣
料
品
店
o

カ
ラ
オ
ケ
パ
ー
フ
 

ダ
イ
ス
o

筑
豊
商
会
o

赤
池
商
事
o

太
 

田
建
業
o

赤
池
商
工
会
o

大
内
田
酒
店
 

o
九
光
石
油
o

門
司
酒
店
o

赤
池
印
刷
 

o
赤
池
郵
便
局
o

誠
寿
司
o

樋
口
商
事
 

o
下
田
川
ガ
ス
o

柳
川
美
容
院
o

ラ
イ
 

ブ
ヒ
ダ
リ
電
気
o

筑
豊
天
国
社
o

今
畑
 

呉
服
店
o

行
橋
精
工
o

藤
井
酒
店
o

赤
 

池
町
第
十
区
o

新
田
川
商
運
o

平
川
建
 

設
o

高
林
工
務
店
o

木
村
正
史
o

立
花
 

義
樹
o

山
幸
建
設
o

高
林
建
設
o

水
永
 

雄
o

立
花
杉
夫
o

峰
建
設
o

久
原
良
助
 

o
久
原
明
o

中
村
雅
俊
o

日
高
邦
夫
o
 

谷
富
次
o

谷
昭
治
 

特
別
賛
助
会
費
へ
の
皆
様
方
の
ご
厚
 

意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

紙
面
を
お
借
り
し
お
礼
を
申
し
上
げ
 

ま
す
と
共
に
、
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

なかよしこよしの 

こうつうあんぜん 
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目・ 臨時休館について 

ト2月1 1 日（月） 

ト会館内空調工事のため休館 

となります。 

納税相談について 

ト日時 2月27日困9時から16時 

ト場所赤池町商工会館2階 

ト問い合わせ先田川税務署 

谷 ( 4 4一0430 ）まで 

上野焼陶器まつり 

日程の変更について 

ト毎年4月の第3日曜日とその前 

の金・土の3日間（今年は19日20日 

21日）となっていますが、町議会議 

員選挙が予測されますので、 

4月27日田・28日（日）・29 日（月） 

となります。 

青少年健全育成 

田川地区大会 

21世紀を生きる青少年にとって、 

今をどう生きるかは、重大な問 

題です。その青少年健全育成に 

向けて今後の活動の弾みとする 

ものです。 

ト日時 2月21日困18時より 

ト場所 田川市青少年文化ホール 

ト内容 実践発表 

講演 

演題「子どもの意欲と感性を育てる」 

講師 福岡県社会保育短期大学 

学長 安藤延男先生 

ト問い合わせ先田川市教育委員会 

容44一2 0 0 0⑤561まで 

「筑豊の未来を語ろう」 

国際シンポジウム開催 

ト日時 2月7日困13時～17時 

ト場所 直方市民会館（入場無料） 

ト内容 ・記念講演 

アンドレ・クラインさん 

（フランスアルザス開発公社） 

テーマ 「地域開発と文化」 

＊パネルディスカッション 

「筑豊の未来を語ろう」 

ト間い合わせ先 

地球整備公団九州支部 

谷 0 92 (77 1)9 18 1 

検 
診 
. 

相 
談 

困
献
 
血
 

六
日
困
中
町
児
童
遊
園
 
10 

時
5
 13 

時
 

赤
池
町
役
場
 
14 

時
、
 16 

時
 

困
三
種
混
合
 

八
日
圏
 
町
民
会
館
 
、
生
後
 
12
 

ケ
 

13 

時
 30 

分
5
 14 

時
 30 

分
／
ー
 48
 

ケ
 

圏
乳
児
相
談
 

十

八

日

囲

 

町
民
会
館
，
後
4
 
7一

 

10 

時
、
 11
 

時
 

／
 10
 

ケ
月
×
 

困
原
子
爆
弾
被
爆
者
ニ
世
に
対
す
る
、
 

無
料
健
康
診
断
に
つ
い
て
 

二
月
十
三
日
困
、
二
月
二
十
八
日
困
 

【
土
・
日
を
除
く
】
 

8
時
 30 

分
5
 10 

時
 30 

分
 

飯
塚
病
院
谷
0
9
4
8
⑩
3
8
0
0
 

＊
対
象
者
 

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
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県
で
は
、
県
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
県
 

の
仕
事
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
な
 

ど
お
聞
き
す
る
た
め
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
 

を
募
集
し
ま
す
。
 

一
、
応
募
資
格
 

県
内
に
住
む
 20 

歳
以
 

上
の
人
（
議
員
、
公
務
員
は
除
く
）
 

一
一
、
任
期
 

平
成
3
年
4
月
か
ら
平
 

成
4
年
3
月
ま
で
 

三
、
応
募
方
法
 

県
庁
及
び
最
寄
り
の
 

県
総
合
庁
舎
等
の
窓
ロ
に
備
え
つ
け
 

の
応
募
ハ
ガ
キ
か
、
官
製
ハ
ガ
キ
に
 

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
年
齢
・
 

性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
・
「
県
政
 

に
関
心
を
お
持
ち
の
こ
と
」
を
記
入
 

の
上
投
函
し
て
下
さ
い
。
 

四
、
申
込
締
切
 
2
月
 28 

日
（
消
印
有
効
）
 

五
、
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
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市
博
多
区
東
公
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7
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7
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県
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課
「
県
 

政
モ
ニ
タ
ー
」
 
担
当
、
容
0
9
2

ー
 

6
5
1
1
1
1
1
1

⑤

2

3

8

5

 

ビタミンB2 

ビタミンBi 

カルシューム 

脂 質 

たん白質 

、辰耗物 

血や肉をつくる 

おこめ100 g当りの栄養 

精白米 
ーーーヲ 
／戸 

県産米を食べましょう 

ご
存
じ
で
す
か
？
 
お
米
の
栄
養
 

欧
米
で
注
目
さ
れ
て
い
る
、
 

日
本
型
食
生
活
、
そ
の
中
心
は
 

は
お
米
で
す
。
 

お
米
は
、
私
た
ち
の
食
生
活
 

の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
 

日
本
人
の
健
康
を
た
く
す
の
に
 

ふ
さ
わ
し
い
主
食
と
い
え
ま
す
。
 

し 
マ蒸 

議
難
乳
『
か
難
 

「
古
典
を
読
む
会
」
 

「
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
、
日
ぐ
ら
 

し
 

」
と
聞
け
ば
あ
ま
り
に
有
名
な
 

吉
田
兼
好
の
「
徒
然
草
」
 
の
一
節
で
す
。
 

い
ま
、
赤
池
町
の
図
書
館
活
動
で
 
「
古
 

典
を
読
む
会
」
 
が
静
か
な
人
気
を
集
め
 

て
い
ま
す
。
 

こ
の
会
は
、
図
書
館
係
の
花
田
主
事
 

が
、
た
ま
た
ま
赤
池
町
に
越
し
て
き
た
 

西
田
川
高
校
の
山
下
進
先
生
（
生
力
N

・ 

T
）
と
出
会
い
、
読
書
普
及
活
動
の
ー
つ
 

と
し
て
始
め
た
も
 

の
で
す
。
 

毎
月
二
回
第
二
第
 

四
木
曜
日
に
会
が
 

開
か
れ
て
い
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
町
民
 

会
館
の
花
田
主
事
 

へ
お
尋
ね
下
さ
い
。
 

新
年
早
々
、
全
世
界
が
 
ソ
 

注
目
し
て
い
た
中
東
で
の
湾
 

岸
戦
争
が
現
実
と
な
つ
た
。
 

日
本
も
国
内
で
い
ろ
い
ろ
と
 

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
戦
争
 

は
人
の
生
命
を
奪
う
、
ま
さ
 

に
人
権
な
ん
て
な
い
。
 

日
本
人
の
生
活
の
中
で
は
石
油
な
し
 

に
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
石
油
が
ど
う
 

な
る
の
か
、
心
配
で
あ
る
。
 

代
替
ェ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
な
ど
、
日
 

本
独
自
で
積
極
的
に
行
う
べ
き
だ
と
思
 

う
。
金
満
国
で
も
あ
る
の
だ
か
ら
。
た
 

だ
開
発
に
名
を
借
り
て
、
自
然
を
壊
し
 

て
は
何
も
な
ら
な
い
、
だ
っ
て
人
間
だ
 

け
の
地
球
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
 
丑（に 

生
き
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
生
活
を
 

送
れ
ば
、
人
間
は
も
と
よ
り
、
動
植
物
 

へ
の
思
い
や
り
も
生
ま
れ
て
く
る
と
思
 

う
。
も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
と
考
え
る
中
 

石
人
間
ら
し
さ
が
生
ま
れ
る
と
 

×
 


